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2011 年 7 月Ｋ市内の 65 歳以上全高齢者 19,372 名 (2011 年 4 月 1 日現在)のうち、
要介護 3 以上に認定されている者を除いた 18,231 名に自記式調査票を自宅に郵送し
13,294 名 (有効回答率 72.2%)から回答を得た（ベースライン調査①）。さらに 2012 年
2 月ベースライン調査①に回答を得た 13,294 名から、要支援 1,2 および要介護 1,2 の
軽度認定者 1,356 名を除き、二次予防対象者を含む 11,938 名に自記式調査用紙を郵送
した（ベースライン調査②）。ベースライン調査②の有効回答数は 8,272 名(男性 3,889、
女性 4,383)。回収率は 69.2％であった。本研究の分析対象は、ベースライン調査②にお











いずれの設問の回答も、全くない(0 点)、月 1 回より少ない（1 点）、月 1 回(2 点), 






スコアを加算し、0 点から 14 点の合計スコアを友人との交流頻度スコアとして算出し
3 群のグループ化を行った。0 点から 3 点を低交流群(29.8％)、4 点から 7 点を中交流
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表 1 には、有効回答 8,272 名全体の友人との外出および会話頻度の出現割合を示し
た。友人との外出頻度は、月 1 回以下が 16.5%で最も高い割合を占め、まったくないと
月 1 回が 15.3%を占めた。一方、
















図 1 友人との外出頻度(性別) 図 2 友人との会話頻度(性別) 
交流頻度
まったくない 1266 15.3 1103 13.3
月1回以下 1361 16.5 1252 15.1
月1回 1268 15.3 1100 13.3
月2～3回 1217 14.7 1375 16.6
週1回 1042 12.6 1205 14.6
週2～3回 1140 13.8 1296 15.7
週4～5回 532 6.4 504 6.1
ほぼ毎日 304 3.7 277 3.3
n.a 142 1.7 160 1.9
友人との外出 友人との会話
8272   (%) 8272     (%)
表 1 友人との外出・会話頻度割合 
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図 3 には、年代別に外出頻度割合を算出した結果を外出頻度別に示した。90 歳以上
では、42%がまったくない、次に月 1 回と月 2~3 回がそれぞれ 12.2%を占めた。80 歳
代は 20.3%がまったくないと最も高く、次に月 1 回が 17.3%であった。70 歳代は 15.9%
が月 1 回より少ないと最も高く、次に月 1 回と週 2~3 回がそれぞれ 15.2%であった。
60 歳代は 21.4%が月 1 回より少ないと最も高く、次に月１回が 15.4％であった。 
図 4 には、年代別の会話頻度割合を算出した結果を会話頻度別に示した。90 歳以上
では 42%がまったくない、次に月 1 回より少ないが 17.6%であった。80 歳代は、17.8%
がまったくない、月 2~3 回が 17.0%を占めた。70 歳代では 16.8%の週 2~3 回が最も高


























図 3 友人との外出頻度(年代別) 図 4 友人との会話頻度(年代別) 
表 2 交流頻度群別基本属性 
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 年代差も認められ、60 歳代は中交流群の 36.6%が最も高いものの、中・高交流群の
出現率も約 3 割であった。70 歳代は高交流群の 37.1%が高値を示し、低交流群は 27.2 %
と低値であった。80 歳代は中交流群の 35.4%が最も高く、次に低交流群 34.0%であっ
た。90 代以上は 52.8%が低交流群を占め、17.3%が高交流群であった (p <.001)。 
 家族構成による差も示され、一人暮らしの 46.1%が高交流群で高値を占めた。家族と





(2)交流頻度群別による社会的活動への参加割合(表 3)  


















行事への参加なし 35.7%、自治会・町内会への参加なし 35％、趣味活動なし 53.6％、










参加する (2,671) 18.1% 36.8% 45.2%
参加しない (5,386) 35.7% 35.2% 29.1%
自治会・町内会への参加有無
参加する (3,361) 22.6% 36.1% 41.3%
参加しない (4,696) 35.0% 35.4% 29.6%
老人クラブへの参加有無
参加する (1,159) 14.1% 39.7% 46.2%
参加しない (6,898) 32.5% 35.0% 32.5%
趣味活動の有無
趣味あり (6,618) 25.5% 36.5% 38.0%
趣味なし (1,217) 53.6% 31.1% 15.3%
n.a (222)
運動・スポーツ活動実施の有無
実施あり (2,575) 17.3% 36.2% 46.6%








表 3 交流頻度群別社会的活動参加割合 
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場 合 、 中 交 流 群 で







 趣味活動ありも中交流群で 1.66、高交流群では 2.79、運動・スポーツ活動ありも中








 地域高齢者の 31.8%が、友人との外出頻度がまったくないと月 1 回以下を占めてお
り、月 1 回程度を含めると 49.2%を占めていた。会話頻度は外出頻度より低値である











参加している 1.91 （1.64-2.23) 2.72 (2.32-3.19)
自治会・町内会参加
参加している 1.34 (1.16-1.54) 1.73 (1.49-2.02)
老人クラブ参加
参加している 2.93 (2.34-3.68) 3.79 (2.99-4.80)
趣味活動
活動あり 1.66 (1.40-1.96) 2.79 (2.26-3.46)
運動・スポーツ活動
実施あり 1.57 (1.35-1.82) 2.14 (1.83-2.50)
表 4 社会的活動参加と交流頻度の関連 
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がら 70 代では、外出および会話頻度が週 2~3 回の割合が最も高く、また交流頻度群別
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